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常人の下垂体の T1 強調画像を撮影した。用いた撮影装置は MAGNETON1.5 T (SIEMENS) であるO
1 )パルス系列













健常人 4 名の下垂体の冠状断像を上記ノマルス系列で、撮像した。撮像パラメータは TR = 500msec, 
TE=40 msec , NEX= 2 , FOV=20cm , 256* 256 画素，スライス厚 5mmで、ある。


















面の歪みのパターンを明らかにした。ファントムにおいては spear-head shape とよばれる典型的な変
形パターンを示し，健常人下垂体における変形もこの典型的なパターンの組み合わせで理解できること
が示された。
臨床的には，下垂体の蝶形骨洞中隔付着部にみられる高信号域が病変や正常構造ではなくアーチファ
クトであることのみならず，通常の MR 画像では下垂体下面が変形しているために，下垂体微小腺腫の
診断および下垂体の計測的手法による診断には慎重でなければならないことが本研究により明らかにさ
れた。
戸。
